
【平成17年度から18年度】
　平成17年４月、１市３町１村が合併し新しい磐田
市が誕生しました。と同時に各市町村の体育協会も
４月１日をもって対等合併をし、新しくＮＰＯ法人
磐田市体育協会となり、旧豊田町体育協会も発展的
な解散となりました。
　そこで、27名の社員を募り５名の理事を推薦し新
しい体育協会に参加、豊田支部に生まれ変わりまし
た。これからの支部をどのようにと考えた末、今ま
であった会長氏名理事（総務委員会）と22行政区の
体育部で対応することにしました。会長氏名理事を
３つのグループに分け、体育部を１つのグループと
し、４つのグループで活動を始めました。
　当初は一気に合併ではなく、ゆるやかな合併がう
たわれていたので、今までの自分たちの考え方を再
確認しました。旧豊田町の体育協会には競技団体の
ための体協、町民のための体協という二つの顔があ
りました。競技団体は解散し、新しい競技団体に加
盟したため、体協が主催してきた事業について考え、
完全合併になるまでの間、今までの考え方で進めて
いくということを再確認しました。
　主たる行事は元旦マラソン、長藤マラソン、車椅
子ツインバスケットボール大会、豊田地区駅伝大会、
熊野の里ウォーキング、スポーツスクールなどでし
た。ウォーキングについては平成18年よりいかまい
磐田100㌔ウォーキングとなりました。

【平成19年度から平成20年度】
　平成19年度より今までの支部が「地区」に変更と
なりました。今までの地域色の濃い行事が整理され
てきました。そこで今までの支部組織を見直すこと
にしました。
　22あった行政区の体育部も自然解消し、かつての
ように機能しなくなってしまい、組織の誠編成をせ
ざるを得ないことになったわけです。
　そこで、３人の副地区長をチーフとして会長指名
理事を６つに分け、２グループを配置し、残り少な
くなった体育部をひとまとめにし、地区所属の団体
４つをまとめることにしました。
　車椅子ツインバスケットボールも長藤マラソンも
実行委員会ができ実施されるようになりました。豊
田地区で行ってきた主な行事も新体協に受け継がれ
盛んになってまいりました。
　平成20年になり、各種行事に地区として対応する

のに問題が生じてきたのでお連絡網を新しく作り直
し、現在に至っています。また豊田地区体協の拠
点であったアミューズ豊田の新しい指定管理者が
決まったことも再編成の要因ともなりました。ア
ミューズ豊田のスポーツ施設の指定管理者は変わり
ましたが、今まで以上に親切に対応していただき深
く感謝しております。
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